
 

 

 
 
 事業の背景                                  
 
◆発達障害や経済的困窮などにより、困難な学習環境に置かれた子どもに対する社会

的な支援はまだ十分とはいえず、自尊感情や積極性を育む機会を得られないまま不
登校やひきこもり、非行、抑うつ、対人不安等に陥る子どもは少なくありません。
また、近年の雇用不安も影響し、進路状況も厳しいなか、今の状態のままでは社会
参加への障壁になりかねない状況にありました。 

 
◆生きづらさを抱えた子どもの自尊感情を回復するとともに、将来の選択肢を広げ、

社会的自立を後押しするため、学校や医療機関との連携による個別学習支援が必要
でした。 

 
 事業の概要                                  
 
◆集団のなかでは不安感を抱きやすく、対人関係にも敏感になりやすい子どもを対象

に、心理士による個別学習支援を年間を通じて行い、個々の心理・発達状態に応じ
た支援計画の作成、養育者を含めた面談を繰り返すことで、子どもの特性や状態を
的確にアセスメントし、ケースに応じたきめ細かな支援ができました。 

 
◆それぞれの子どもが抱える状態を踏まえつつ、まずは、学習に興味や関心を持って

もらうための動機づけを意識してサポートを行ったことで、子どもからは「勉強へ
の抵抗感が減った」、「学習の仕方がわかった」などの感想が聞かれるようになり、
学習意欲の向上や進学への意欲がみられるようになりました。 

 
◆一般向けの講演会では、不登校児や発達障害児の抱える課題や、個別支援後の自尊

感情の変化を可視化したことで、支援の必要性を啓発しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーワード 子ども 学習支援 啓発 活 動 地 域 和歌山県 

事 業 名 学習困難な環境下にある親子への支援事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 2,201 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 トレス 

所 在 地 
〒640-8471 和歌山県和歌山市善明寺１３ 

ＴＥＬ：073-419-0888 

団 体 Ｈ Ｐ http://www.geocities.jp/npo_tres/ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

 
 
☞個別学習支援の継続によって、不登校の子どもが再登校するという具体的な成果が

表れています。再登校時には、ひきこもりや抑うつなどの二次障害を予防するため
のフォローアップが行われ、親子の安心感につながっています。 

 
☞講演会での報告や事業報告書の配布を通じて、事業の成果を定量的に「見える化」

したことで、医療機関（小児科・精神科）や支援団体との連携が広がり、また、事
業活動のための寄付金の増加にも結びつくという効果も表れています。 

 
 
 
 
 
 
☞困難を抱える子どもへの支援だけではなく、親への働きかけが行われることで、保

護者同士の自発的なネットワークづくりにも発展しており、子どもたちの自立に向
けた環境づくりへの波及効果が得られています。 

ここに注目！ 

http://www.geocities.jp/npo_tres/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120201027-02.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120201027-02.pdf

